ＲＵＲ－夏班　報告書
機械：國見　喬嗣
電気：廣松　航平

マシン概要
　知能ロボットコンテスト２００８チャレンジコースで、決勝まで進み、４位になり、「Nice case」と共にベストパフォーマンス賞を受賞したこの「片付ケロ！」は、ほうきで回収し、ちりとりの入れるというマシンである。

　会場の皆さんを楽しませ、アイデア倒れ賞が合言葉となっていたこのマシンは、色分けは念頭に置いていないため、奇跡でも起きない限り最高得点は３０点で、どう考えても上位には残れないと思われていた。

大会前
回路
　今回、使用した回路はＮＨＫの合体機「伸太郎くん」で用いられたＨ８－３０５２マイコンを自分で勉強しよう（実は知ロボ参加も視野に入れていたが、）として、ＮＨＫの忙しさの前に挫折した回路を用いたため、知ロボ参加決定からはＤＣモータドライバ回路を追加し、配線をするだけで済んだ。

　ステッピングモータのドライバ回路はマイクロマウスで使用したものを、そのまま使用したが、片方の回路が不調であり、テスタで調べたところ、コンデンサがどうやらおかしいみたいだったので、コンデンサを外し、さらにハンダも入念につけなおしてみたところ、直った。

　また、当初はステッピングモータの回路をコネクタでつけていたが、機械の振動が激しい等の理由で外れやすかったため、先輩から直付けを勧められ、その通りにしてこの問題に対処できた。

制御
　使用したことのないセンサやアクチュエータもなかったため、制御に関してはラインとステップ数でアクチュエータの動きを決めるという単純なものだった。ただ、個人的にはこの知ロボを利用して、以下の目標を立てた。

· Ｈ８－３０５２を使う

· 自家製加速度テーブルを使用する

· 二次予選までは進み、アイデア倒れ賞を戴く

· ＨＥＷを使う

　第一の目標は、ＮＨＫですでに使用しており、環境も整っていたため容易に達成できた。続いて、第二の目標であるがこれも昨年１２月にMicrosoft Officeをパソコンに入れたその日にExcelで作ってあったやつを、過去のマウスのプログラムを参考に入れてみたところ、簡単に加速ができたが、少し悪乗りしてしまったため大会当日に起きた問題の原因の一つになってしまったと考えられる。

　さて、残りの二つの目標は達成できなかったものである。これについて、一つは良い方に達成できなくて、もう一つは悪い方に達成できなかった。

　まず、良い方であるがこれは前述のとおり、予想を上回り、決勝へ進み、さらにアイデア倒れしなかったことである。シンプルさが功を奏したのか上限である３０点近くまで順調に点数を重ねていき、決勝では２８点獲得でき、さらに持前のパフォーマンス力で会場の皆さんの拍手をいただき、おそらく審査員の方々の心もつかむことができたため、審査員点も高く、ベストパフォーマンス賞に選ばれた。

　次に悪い方であるが、ＨＥＷは今年の１年生の電気屋全員が使用している開発環境であり、これからＧＤＬにとって代わって、Ｒ.Ｕ.Ｒ.内で使用されるのはほぼ間違えなく、自分も今回の知ロボを機に移行したいと思っていたが、とにかくマシンにチーム名を背負わせる限り、自分ができる最高の制御をしなければならないと考え、不慣れな開発環境による制御を今回は見送ることにした。

大会当日
一次予選

得点　１３点
　一次予選開始前、会場でデバッグする時間は皆無で、試走コースで１分程度走らせただけであった。このときコースでタイヤが非常に滑るという問題が発生し、解決する間もなく、一次予選が始まってしまい、内心びくびくだったが、１周目の回収に成功し、２周目の回収には失敗したが二次予選に参加するには十分な得点が取れたと判断したため、ここで終了にした。

二次予選

得点　競技　２６点　審査　４０．７５点

　二次予選は前回の反省をし、タイヤに両面テープを貼り、加速度テーブルの上限値を下げることにした。また、デバッグの時間も一次予選の後と二次予選前にあったので、二次予選ではまともに動作させることができた。

決勝戦

得点　競技　２８点　審査　４１．１３点
　決勝戦では時間が１０分と長いため、木曜日・金曜日に仕込んでおいた「カエルだから帰る」という、自己満足ネタを披露したかったが残念ながら、最後まで動作することはなく、リタイアするにももったいないほど得点を獲得していたため、途中終了。しかし、まさか４位とは…。色分けしないのに申し訳な

い。

反省点
　回路的には、いろいろ金銭的にケチったところがあり、昔の回路を使ったため、はんだ不良やコネクタ等の接触不良などを招いて、時間をとられたところを反省したい。

　プログラム的には、ステップ数による制御を多めにしてしまったため、不確定要素が多かったところと加速度テーブルが急すぎたところを反省したい。

　特に加速が急すぎたことは、決勝での突然直進で停止するというハプニングに繋がってしまったと考えられる。

総括

　機械の國見先輩があの独創性の高いマシンを瞬く間に作ってくださり、さらに自分のＤＣモータの制御に関する力不足な面を、ギヤヘッドをすぐに取り換えてくださったことで解決してしまうなど、まさに機械屋様様といった感じでした。

　自分はこのマシンの制御に携われて、素晴らしい賞まで頂き、あの時、國見先輩から電話がきて、用件も聞かずに「参加します。」といって、本当に良かったと感じています。
RUR－夏　｢片付ケロ｣　ハード報告書

文責　國見

1 マシンについて

今回のマシンは100％ネタに走った．カエルも構想段階から乗せる予定でいた．私は｢ネタに走るマシンは競技として成立する最低限の動きができなければならない｣という持論があるため，また電気屋の廣松君がNHKに関わっているため，マシンとしての構造や動きはでき得る限り単純にすることを心がけた．出場決定と製作開始が遅れたことからも，ムリはせずに色識別は設計段階から不採用とした．
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マシン全景(カエルなし)

2 製作

2.1 足回り

　難しいことは何もしていない．たまたま部で一番強力なステッピングモータが残っていたのでありがたく使わせてもらった．
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フレーム＆足回り

2.2 ちりとり

　ケイヨーD２で1200円．本当はもっと大型のものを使いたかったが見つからなかったのでこれで妥協．回路を中に収めることができず，やむなく天板の上に穴をあけて固定．底板はセイバーソーで切り取った．

2.3 フレーム

　まずちりとりありきで，大きさにあわせてフレームを組んだ．前半分をボール保持スペースとし，後ろ半分をモータとバッテリー置き場とした．ボールを保持する底板と床の間に10mmスペースを作り，板の裏にラインセンサとボールキャスタを収めた．

2.4 ホウキ

　SHOP99で柄とホウキがそれぞれ99円．柄は長すぎたので三分の一ほど切り落とした．380モータ(ギアヘッド1/300)でクランクを回し，ホウキを楕円運動させた(当然だが前後動ではボールは掻き込まれずにはじいてしまう)．ホウキの柄とちりとりの柄をつないでいる部品はSHOP99で購入した｢傘フォルダ｣である(自転車に傘を積んでおくためのパーツ)．

　難しいことは何もしていない．唯一気を使った点は，2本のクランクが回っているためにモータとクランクを接続するネジの頭がじゃまにならないよう，角材の片面を一部切り落としてチャンネル状にしたこと．
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ホウキ　クランク部

2.5 ツノ

　試走を始めてから，ちりとりに入るか入らないかの境目にあるボールはそのままちりとりの壁にぶつかり，摩擦の大きい新ボールのためにマシンの前進を停めてしまうことが分かった．そのためバネとローラベアリングを使ってツノをつけた．これによりボールをはじいて進路を確保することができた．また外側に反らすことでボールを内側にはじくことができ，得点力アップにつなげることができた．後ろ側にもつけるべきか迷ったが，見た目が悪いのでやめ，後進時にボールが引っ掛かるときはリトライで対処することにした．
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ツノ

3 大会での様子

大会中ではマシンに致命的なトラブルは特に起きなかった．ただフィールドの摩擦がかなり違い，スリップを起こしていた．そこで苦肉の策としてタイヤに両面テープを巻きつけ，実質フィールドに｢張り付いて｣走行させることで安定させた．

4 感想

今回は｢楽しいロボットを作って楽しんで楽しませる｣という目標でOBながら参加させてもらった．知ロボはRURが参加しているロボコンの中では数少ない｢ネタに走った努力が順位に反映される｣大会である．NHKや川崎はまず｢勝って何ぼ｣で，アイデア賞やデザイン賞は後からついてくるもの，という印象だが，知ロボは見ている人を魅了させるとそれが得点として評価される．そんな中でこのマシンは，審査点のつかない一次予選でも｢強烈でしたね～｣とコメントをもらい，続く二次予選では得点は色分けなしではMAXに近い26点に加えて何と審査点1位，決勝では審査点2位に得点が28点と限りなく最高に近い結果をだし，さらには｢ベストパフォーマンス賞｣をいただくことができた．ネタに走ったマシンとしてはこれ以上ないくらい｢楽しい｣大会で非常に満足である．

　一年生は初めての大会で動かすのがやっとだったかも知れないが，この大会はこういった楽しみ方もあり，こういった勝ち方もできるということを知ってもらえればと思う．

RUR－夏　｢片付ケロ｣　オペレータ報告書

文責　ふもふも

おぅ，オレがふもふもだ．知ロボ2008に出場した片付ケロ(あんだこのオヤジギャグはナメてんのか？)のオペレータだ．ちなみに出身は新宿東急ハ○ズだ．

結果から言おう．

　

大会中で最高のパフォーマンスをしたっつぅこった．

　まあこんなもんだろ．なにしろオレ様が乗ってるんだからよ．

いいか野郎共，一つだけ言っておく．オレ様が乗るネタに走ったマシンはなぁ，｢うごかねぇ｣なんてこたぁあっちゃなんね～っつうこった．

ちっと想像してみろ，ホウキとちりとりそのマンマのマシンがでてきてなぜかカエルが操縦して乗ってやがる．だがホウキがブオンブオン動くだけで何もできねぇ．どうだ？ムナシイだろ？｢かわいい～｣ぐらい言われるかもしれんが，ほとんどは失笑とかわいそうなモノを見るような視線の嵐さ．これで誰もやんないような新しい技術に挑んで動かないとかならまだ救われるが，100％ネタに走っておいて動かねぇのは超イタタマレナイ．

だからいいか！ネタに走りたいんなら絶対に動かせ！死んでも動かせ！

そうそう，審査点が付くのは二次予選からだからな．このイミ分かるな？

ネタに走る執念やスタンスは人それぞれです．

これはあくまでふもふも個人の言い分です．

